












目的:ライ症候群(RS)を含めた急性脳症の経時的 CT所見については従来少数例の報告が散

見されるが、多数例についてその傾向をみた報告は少ない。我々は脳症20 例の CT 像を経

時的に分析し、脳浮腫から脳萎縮に至る過程とその特徴を分析した。合わせて、最近注目

されている両側視床部に低吸収域を呈する脳症症例につき、自験例および文献例の分析に

より、その病態につき考察し、新たな subgroup とすべきか否か 1)を検討する。 


